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人文科学系研究機関には様々な資料･史料が収集されている。多くの場合､機関の所蔵情報は目録など形で

データベース化され､一般に公開されている。しかし、これらのデータベースは分野・開発時期・メディアな

どの違いにより、 (1)データベースごとに検索法を覚えなければならない、②類似の資料・史料でありながら

別々のデータベースに収容されているため各データベースの概要を把握していないと検索が困難である、③

資料･史料と関連した研究成果を調べることが困難である、などの問題が撒商されている。これらの問題を解
決するため､研究資源共有化システムの開発に着手した｡研究資源共有化システムは、ダブリンコア・メタデ

ータとZ39.50を利用した、プロトコルレベルにおける分散データベースの統合検索システムである。国文学

研究資料館では､この研究資源共有化システムを利用して館内の各目録画像研究論文目録歴史史料所在、
O皿Cなどのデータベースを統合しつつある。この方法の特徴は、 (1)既存のデータベースに変更を加える必

要がないこと、②ダブリンコア・メタデータベースシステムとZ39.50ゲートウエイの構築という上轍的容易
なシステム拡張だけで､他のデータベースシステムとのシームレスな連携が可能となる点にある。そこで人文

科学系大学共同利用機関を中心に､研究資源共有化システムによる機関間連携の実現に向けての具体的な検討
を開始した。
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ータの形成を推進してきた。これらは、電子資料館シ

ステムプロジェクト方針に従ってSG皿“』化され、

一部はインターネット上で閲覧珊皀である。しかしこ

1．研究資源共有化システムの背景

国文学研究資料館では全文データをはじめ、目録デ

ータ、画像データ、動画データなど多様なデジタルデ
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れらのデータベースは、メディア、開発時期、開発目
的などの違いにより、個別のデータベースシステムと

なっている。そのため、

①データベース毎に検索法を覚えねばならない
②類似の資料でありながら別々のデータベースに

収容されているため各データベースの概要を把

握していないと検索が困難である

③資料と関連した研究成果を調べることが困難で
ある

などの問題が指摘されている｡これらを解決するため、

「研究資源共有化システム」の開発に着手した。研究

資源共有化システムは､ダブリンコア・メタデータ似

下DCメタデータ)[1]とZ39.50E]を利用したプロトコ

ルレベルにおける分散データベースの統合検索システ

ムであり、

①Z39.50により、各データベース管理システムに

おける検索法の違いを統一する

②DCメタデータにより、各データベースにおけ

るレコード構造の違いを吸収する

③Z39.50ゲートウエイにより、統合するデータベ

ースの数や所在を利用者から遮蔽する

などの機能を実現した。研究資源共有化システムは

DCメタデータベース、Z39.50サーバおよびZ39.50

ゲートウェイから構成される極igml氾･1)。国文学研究
資料館の館蔵資料目録、画像､研究論文目録歴史史

料所在、O皿Cなどのデータベースは、研究資源共有

化システムの下で統合されつつある。これにより、国

文学研究資料館のデータベース利用者は、データベー

スの所在、種類、検索法の違いを意識することなく、

一回の操作で全データベースを検索することが可能と

なりつつある。

もし国文学研究資料館以外の大学､研究機関、博物

館文書館などが同じ研究資源共有化システムを構築

すれば、各機関のデータベース利用者は、これらの機

関の多種多様なデータベースを一度の操作で検索する

ことが可能となる。そこで総合研究大学院大学に割p

している人文科学系大学共同利用機関を中心に、研究

資源共有化システムによるデータベースの機関間連携

の実現に向けてのコラボレーションを開始した。本稿

ではデータベース機関間連携の概要と問題点について

述べる。

2．研究資源共有化システム

2． 1研究資源共有化システムの概要

研究資源共有化システムにおけるDCメタデータの

役割は、データベースの種類を越えた相互利用性の実

現である。DCメタデータベースは、各データベース

から適切なフィールドを抽出し、これらをDCメタデ

ータの対応する要素にマッピングすることにより生成

される。このDCメタデータベースには、元のレコー

ドに対する検索情報あるいはリンク情報も伽ﾛされる。

これにより、DCメタデータを情報検索の入り口とし

て、データの目録的情報のみならず、画像などの元デ

ータを含めた、統合的な検索が可能となる。

国文学研究資料館の主要なデータはSG皿』“』化

されているため、各データベースからのDCメタデー

タ生成には､主としてXSIJI,プロセッサを利用してい

る｡Figure-2に歴史史料データベースから生成された

皿』形式のDCメタデータの例を示す。図中の

<identifer>要素に､レコード生成の元となったレコー

ドへのリンク情報が記述されている。

ところでDCメタデータの仕様はデータ要素につい

ての定義であり、システムの実装については言及して

いない。したがって同じDCメタデータベースといっ

ても、実装系の異なるデータベースシステムを同時に

検索することは困難である。これを解決する方法とし

ては、

①データクリアリングハウスの構築

②検索手順についての標準規約を導入する

という二つの方法が考えられる。これらの解決法は互

いに排他的ではなく、むしろ補完的な手段であると考

えられるが、研究資源共有化システムでは後者、具体

的にはZ39.50プロトコルによる解決法を目指した。

一般にデータクリアリングハウスには専門領域のメタ
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なお、研究資源共有化システムとインターネット上

検索エンジンの櫛目は大きく異なっている。インター

ネット検索エンジンは、インターネヅト上に存在する

静的なH1班』文書を対象とした文字列検索が基本で

ある。つまりインターネット検索エンジンは、ネット

ワーク上の不特定多数の文書検索には適しているが、

検索ノイズが多い上に、データベースのように一定の

操作手順が必要なシステム内の情報にはアクセできな

い。これに対して研究資源共有化システムは、ネット

ワーク上に存在するデータベースの内容が対象であり、

データ項目を指定した検索が基本である。つまり、研

究資源共有化システムでは、厳選されたデータベース

を対象として、求める情報を効率的かつ正確に探し出

すことが目的となる。

データが収容され、そこではDCコアメタデータに限

定されず、対象分野の特性に適したメタデータ構造が

利用される。このようなデータクリアリングハウスを

構築するためには、関連する機関や領域団体との調整

が必要であり、システムを維持・管理するためのコス

トも必要となる。一方Z39.50プロトコルの場合は、

データ構造の統一ではなく、情報システム間で交換さ

れるデータ形式への適合が要請され、これよりデータ

ベースシステム間のシームレスな結合を実現する。研

究資源共有化システムでは、DCメタデータをBib･1

というデータ形式に適合させている。この場合、新た

にクリアリングハウスを構築する必要はない。研究資

源共有化システムでZ39.50プロトコルを採用したの

は、このような実現の容易さを重視したためである。

研究資源共有化システムでは､Z39.50ゲートウエイ

によりシステム連携に関する二つの膿賄目を実現してい

る。一つは恥b-Z39.50ゲートウエイである。本来

のZ39.50プロトコルはZ39.50サーバ間あるいは

Z39.50サーバとZ39.50クライアント間の連携に関す

る規約である。一方、殆どの利用者端末にはZ39.50

クライアントがない上に､Mbブラウザを利用した情

報検索が一般的になっている。そこで恥b-Z39､50

ゲートウエイによりHHPとZ39.50プロトコル間の

ブリッジを行い、MbブラウザからのZ39.50サーバ

利用を実現した｡恥b-Z39.50ゲートウエイは､恥b

ブラウザからの検索命令をZ39.50プロトコルに変換

してZ39.50サーバに転送するとともに、Z39.50サー

バからの応答をHI皿』文書に変換して恥bブラウザ

に返す。もう一つの機能はZ39.50横断ゲートウエイ

である。これにより検索要求を受けたZ39.50サーバ

と複数のZ39.50サーバとの同時通信を実現している。

2． 2資源共有化システムの実装

研究資源共有化システムによるデータベースの機関

間連携の実現に向けて、複数のコラボレーション・プ

ロジェクトを開始した(以下ではプロジェクト)｡これ

らのプロジェクトに鋤pしている機関は、総合研究大

学院大学に鋤pしている人文科学系大学共同利用機関

を中心にして、国立民族博物館、国際日本文化研究セ

ンター、国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国

立情報学研究所、総合地球環境学研究所、東京大学史

料編纂所，大阪市立大学、慶應義塾大学、大阪国際大

掌島根県立大学および電子図書館関連の企業などで

ある。これまでに3回の検討会を開催し、各機関の現

状、国内外の現状、機関間連携に向けての仕様の検討

などを行った。

＜？xmlversion＝画1．0mencoding＝口Shift JIS卸？＞
＜reCord-1iSt＞

＜dc－record＞

<title>木村家く/title〉

<title>青森県立図書館く/tille〉

＜creator＞青森県立図書館く/creator＞

<subject>木村文書目録</Subject>
<SubjCCt>青森県立図密館</SubjeCt>

<subject>面付帖、 小高帖、屋敷帖、 申合状、始末書等では・ ・ ・ ． ． </subject>
<subjecQ>木村家</subject>

<subject>江戸前</SubjeCl>
<subjecO>陸奥国三戸郡五戸村くﾉsubject>

<SubjeCt>藩士くﾉsubject>
<subject>代官く/subject>
<subject>盛岡藩くﾉsubject>
<description>面付帖、小高帖、屋敷帖、 申合状、始末書等では・ ・ ・ </description>
〈PubIiSher＞？×図密館</publisher>
＜date＞1973＜/dale＞

<type>史料所在目録データベース＜ﾉtyPe〉
＜format＞XMLテキスト＜/format＞

<identifier><!ICDATAI<A HREF="･ ･ ・ ． ・ ・ ・ ・ "TARGET="original">0200029:0</A>11></idenQifier>
<source>nijl・ac・jp</source>

<language>ja<ﾉlanguage>

＜rights＞？×図智館くﾉrighls>
<rights>国文学研究資料館くﾉrights>

＜/dc－”cord＞

FEure2生成されたXML形式のダブリンコアメタデータ例
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耐…有化システムの基本仕儀T油b肥1

Z39.50プロトコルの仕様は多岐にわたるが､必ずし

も全ての仕様を実装する必要はない。また複数のバー

ジョンが共存している。そこで機関間連携を実現する

1010

大阪町鋤MN=㎡Ule: PoIt=2101: AttIibue=4,5,
12,31,53, 63,1ml,10101010

森文庫のBN=mori,POIt=2101,Attribut=4,6,12,31,
32,41,44,53,59,1m,1016,1019,1m8)

③東京博史料卿：

テスト版データベース伽N=ZIIestSC:PorF210:
Attribute=4,1mm3,1016,1097,1093

④国際日本文化研究センター：

者眸中行事画帖のM=Debult:PoI仁1皿：
Attribue=1016,1",59)

洛中洛外図屏風DBN=Debult:PoIF1m:
Attribue=1016,59

上でZ39.50サーバに求められる必要最小限の基本仕

様について、鋤臘関間で検討を行った。現時点にお

ける研究資源共有化システムの仕様を'Ibble-1に示す。

本稿の執筆時点で、国文学研究資料館から接続萌旨
な機関とデータベースは

①国文学研究資料館：

マイクロ資料目録①BN=dc-micm:POIt=211)
和古書資料目鐡DBN=dc-wako:Port=213
論文目殿DBN=dC-mnbm:Port=213)
史準舸f在①BN=dc-histoly:POrt=213)
画象データPBN=dc-image:PoIF215)
動画データ①BN=dc-movie:PoIt=210
OI強畑N=dc-叩ac:PoI仁210

奈良絵本目鐡DBN=dc-nala:PoIt=213
（全データベースについてPorF1"7,1"8,1"9,
11m1101,1102,1103,11“,1105,11“,11呪

1108,1109,1110,1111）
②大阪市立牌：

日本経済史資料データベース:PBN=j"ooh:
PoI仁21m:Attlibute=4,6,12,31,32,41,44,53,59,

1m3,1016,1019,1陀印

伏見屋善兵衛文貧DBN=fshimi:PoIt=2101:
Attribute=4,12,3q31,35,53,63,1W,1nn3,1011,

歴史的空間恨報DBN=Dhult:PoI仁1mm5:
Attribute=1016,1"IM,59)

近世崎人伝①BN=Demult:PoIt=1M6:
Attribute=1016,1M,59

連歌①BN=Default:PoIF1M7:AttribuC=1016p
1岬）

和獅BN=Demult:PorF1m8:Attlibute=1016,
1岬）

俳譜①BN=Default:PoIF1m:Attribue=1016h
1岬）

平安人物志のBN=Dehult:PoIt=1M3:
Attribute=1016,1M,59

短冊伽N=Debult:Por仁1M:Attlibue=1016,

(76）

項目 要 件

サボートド鎗鮮 最低限必要とするサポート総鮮を以下とする。

･柵ｲ職鮮(ntializationFacility)闘冶(Init)サービス

．I鰊総鮮(s"IChFacility)携索(SeaICh)サービス

･1鰊総鮮(RetrivalFacility)表示(PEem)サービス

･終了梢精鮮紙rminationFacility)完了(q")サービス

文字コード 各迩950システムがサポートしている漢字コードはまちまちで、かつ漢字ｺードネゴシ

エーシヨンの実装はシステムにより異なるため、ネゴシエーシヨンは現段階ではうまく

行かないと考える。ネゴシエーシヨンがうまく行かなかった場合を想定して、デフオル

ﾄ漢字コードをEUCとする。

検索で使用する属性集

合

Bib-1アトリビュートセットのDUblinPa妃掘長領域を使用する旧]。

･DCJnU"1⑬り ・DC-Iangua"1103

･DC~OBamI(1⑲旬 ･DCtheImntribumI(11"

･WbSulj函(1m ・DCFbmlat(1107)

･DCD-ription(11川 ・DCmu'"110q

･DCPublislrX1101) ・DCRelatioIM11n

･DC-恥頃11卿 ・DCQve'aM1110
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⑤ECAIFlectmnicCulmralAnasIninanve)[41:
ECAIdearingImuseMetadata(AttribuC=DCメタデ
ータ）

である。

国文学研究資料館への撹売が可能となっている機関

とデータベースは

⑥大阪市立大学から国文学研資料館のマイクロ資料

目録、和古書資料目録論文目録史料所在、画

像データ、動画データ、O恥C，奈良絵本目録

⑦慶應義塾大学から国文学研資料館の奈良絵本目録

である。

1岬）

2． 3検索例

研究資源共有化システムによる検索例をFigure･3

に示す。現時点では、前記3機関22のデータベース

が統合されている。ここでは、いずれかのフィールド

(Any)に「借金」という語彙の含まれているレコー
ドの検索を試みている。

その結果、国文学研究資料館のマイクロ資料データ

ベースと史料所在データベース、大阪市立大学の日本

経済史資料データベースと大阪町触データベース、国

際日本文化研究センターの短冊データベースから合計

136件のヒットがあったことが分かる｡Figure-4に検索
結果例として、大阪市立大学の大阪町触データベース

からの部分を示す。

FWgumS梅側列

である。なお各データベースに付与されている記号の

意味は、DBN:データベース名、WIt:Tmのボート

番号、AttribuC:四9.50のBib-1atlnbuに番号であり研

3．今後の展開と課題

これまでの実験から明らかになった問題点について

まとめる。

3． 1技術上の問題

研究資源共有化システムの接続に際してまず問題と

なったのはTCPのPmt番号であった。2.2からも明

らかなように､各機関が各データベースに様々なPort

番号を割り当てている。一方、ネットワークセキュリ

ティの観点から､多くの機関では利用可能なPort番号

に制限を加えている。そのため、実験の初期段階にお

いては殆どのシステムがつながらず､各機関において

ネットワークの設定変更が必要であった。今後プロジ

ェクトに鋤pする機関が増えることが予想されるため、

利用可能なPort番号を少数に限定する必要がある。

データベース名についても問題があった。多くのデ

ータベースが名前をDehultとしているため、検索結

果画面において、結果レコードと出所データベースの

関係が分かりにくくなっている。何らかの命名繩ﾘを

作り、データベース名が一意になるように工夫する必

要がある。

コードの相違は大きな問題である。プロジェクトで

はEUCを共通のコードとしたが、例えば国立民族博

●

FWg皿追4検索結果例

究資源共有化システムからの検索対象となるデータフ

ィールドである。

国文学研究資料館から接続の準備をしている機関と

データベースは

国立民族博物館：

図書雑誌目卸BN=B"k,Serial:HrF起動時指定
A施化ute=4,5,6,7,8,9,12,13,21,31,41,42,4Z

乳55,59,60,1噸,1岬,1噸,1m6,1伽

標本資料①BN=SPAJ:RrF210:Amibu=Dublm
q肥エレメント,Bib-1エレメント4,7ba31,54,

1M,1031等,CIMI-1エレメント2m5, 2072,

1073,2m8,2070,2071,2噸,2m4,2田2， 2昭3
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物館の標本資料データベースはUTF-8を採用してい
る。現時点で国文学研究資料館のZ39.50サーバは

UTF-8に対応していないため､サーバ間の相互接続は

実現していない。だたし､Wbbゲートウェイからの接
続は砺眉である。

最後にシステムの不安定性を指摘しておく。フ・ロジ

エクトに鋤pしている各機関のZ39.50サーバやゲー

トウェイは開発途上にあるため、しばしば不安定な振

る舞いをする。国文学研究資料館の事例を挙げる。実
験中にfrewallに起因すると思われるセッションの

切断が生じた。セッションが切断する毎にWebクラ

イアントからの再接続を行ったため､Z39.50-HTIP

ゲートウエイとZ39.50サーバ間の同時接続数の上限

を越えてしまい、これが原因となって接続が不萌息と

なってしまった。また外部のZ39.50サーバが応答し

なくなった後､Z39.50横断ゲートウエイが帝燗を受け

付けなくなるような現象も見られた。このような問題

は、個々の事例を検証することにより、徐々に解消さ
れてゆくと考えている。

各磯関におけるAnyの扱いは同じではないため､検索

の正確さは期待できない。DCメタデータの生成は早

急に解決しなければならない重要な問題である。

DCメタデータを生成済みの国文学研究資料館にお
いても、各データベースのレコードとDCメタデータ

要素間のマッピングはadhocである｡系統だったマッ

ピングを行うためのガイドラインを作成中である。具

体的には、各データベースとDCメタデータの間に領

域特異メタデータを介在させることを考えている

側gure･4)。領域特異メタデータとは、IAD(G)[51や

EADE]のように､その領域で広く使われている、ある

いは使うことを想定して規定されたメタデータである。

特異領域メタデータとDCメタデータ間のマッピング

は領域の専門家が予め定義し例､各データベースの検

索項目と領域特異メタデータ間のマッピングは各機関

で行う。各機関におけるマッピングは専門領域の範囲
内で行われるので、各データベースとDCメタデータ

間のマッピングの揺れが小さくなるものと期待される。

3． 3その他の問題

国外データベースとしてECAIClearingHouSeを

対象とした接続実験を予定している。ECAIClealing
Houseのメタデータは、DCメタデータに緯度と経度

のGIS情報を激pしたものであり、DCメタデータヘ

の変換は容易である。問題はメタデータが英語で記述

されているため、検索語彙を英語に変換しなければな

らないことである。予備実験ということで、人手によ

る翻訳を行い、日英バイリンガルのメタデータを生成

している。将来的には日英電子辞書を利用した自動翻

訳などの手法を考慮する必要があろう。

研究資源共有化システムは領域を跨いだ検索を目指

しているが､ある領域では適切な検索語彙であっても、

同じ語彙が別の領域においても適切であるとは限らな

い。用語辞書あるいはシソーラスが必要である。

3． 2DCメタデータ生成の問題

う°ロジェクトは開始されたばかりであり、とにかく

システム同士を連携させることが実験の中心となって

いる。そのため、各データベースからのDCメタデー

タ生成については殆ど手つかずの状態である。

実際2．2に記載された各データベースの検索項目

からも明らかなように、国文研究資料館以外のデータ

ベースは、DCメタデータヘのマッピングが進んでい

ない。一方、国際日本文化研究センターなどのデータ

ベースではBib-1のAttlibute=1016(AI1y)を利用して
いるが、国文学研究資料館のDCメタデータベースで

は採用していなかった。そのため、DCメタデータの

要素を検索対象とした最初の実験では、国文学研究資

料館以外のデータベースのヒット件数は全て0件であ
った。

そこで、国文学研究資料館のDCメタデータに検索

項目Anyを勘pした｡ただし､暫定的な処置であるた

め､Anyの実体はDCメタデータ全要素へのマッピン

グとなっている。その結果、とりあえず研究資源共有

化システムによる統合検索が耐眉となった。ただし、
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